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総
会
に
先
立
ち
会
員
総
数

二
千
三
百
九
十
四
人
の
う
ち

百
五
十
一
人
が
出
席
、
委
任
状
提

出
が
千
二
百
五
十
六
人
で
総
会
が

成
立
す
る
旨
を
事
務
局
か
ら
報
告

さ
れ
た
。
司
会
の
佐
藤
淳
一
理
事

が
開
会
を
宣
言
。
小
山
喜
三
郎
理

事
長
が
「
秋
の
芸
術
祭
会
期
中
に

四
十
五
周
年
記
念
行
事
と
し
て
せ

　

平
成
二
十
一
年
度
の
宮
城
県
芸
術
協
会
定
期
総
会
が
五
月
二
十
四
日
午
後
二
時
三
十
分
か
ら
仙
台
市
福
祉
プ

ラ
ザ
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
二
十
年
度
の
事
業
報
告
・
収
支
決
算
、
二
十
一
年
度
の
事
業
計
画
案
・

収
支
予
算
案
を
提
案
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
議
事
に
先
立
っ
て
四
十
五
周
年
記
念
行
事
や
事
務
局
長
交

替
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。
総
会
前
に
仙
台
文
学
館
館
長
の
小
池
光
氏
の
講
演
が
あ
っ
た
。

（
２
面
に
関
連
記
事
、
３
～
５
面
に
二
十
年
度
の
事
業
概
要
・
収
支
決
算
、
二
十
一
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算

案
を
掲
載
）

　

総
会
の
席
上
、
長
年
に
わ
た
り

機
関
紙
「
は
な
や
ま
」
の
編
集
に

携
わ
っ
た
と
し
て
今
入
惇
参
事
に

小
山
理
事
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
た
。「
は
な
や
ま
」

の
編
集
を
会
員
が
行
う
よ
う
に

な
っ
た
の
は
平
成
五
年
か
ら
で
、

今
日
ま
で
十
六
年
に
及
ぶ
。
芸
協

四
十
五
周
年
記
念
の
一
環
と
し
て

の
謝
意
と
な
っ
た
。

　

当
初
は
渡
辺
礼
子
、小
林
松
風
、

今
入
惇
の
三
氏
で
ス
タ
ー
ト
、
こ

れ
ま
で
渡
辺
乃
梨
子
、
熊
谷
淑
子

の
二
氏
が
交
代
し
、
現
在
は
坂
内

佳
禰
、
佐
藤
淑
子
、
今
入
の
三
氏

が
担
当
し
て
い
る
。
当
然
だ
が
事

務
局
員
と
の
共
同
作
業
で
あ
る
。

ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
で
〈
ふ

れ
あ
い
広
場
Ⅲ
〉
を
開
催
し
、
各

部
門
の
交
流
と
県
民
が
ア
ー
ト
で

ふ
れ
あ
う
機
会
を
大
切
に
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
た
。

　

総
会
議
長
に
中
塚
仁
理
事
を
選

出
。
議
事
録
署
名
人
に
桜
井
忠
彦

評
議
員
（
絵
画
）、
近
藤
孝
則
運

営
委
員
（
工
芸
）
を
選
任
し
、
議

事
に
入
っ
た
。
平
成
二
十
年
度
の

事
業
報
告
と
収
支
決
算
を
担
当
常

任
理
事
が
報
告
、
池
田
僊
雲
監
事

れ
る
の
で
会
員
の
協
力
を
仰
ぎ
た

い
。
東
北
・
北
海
道
交
流
書
道
展

は
六
月
三
日
か
ら
七
日
ま
で
東
京

エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
展
示

室
で
開
催
さ
れ
る
。
昨
年
の
第

四
十
五
回
宮
城
県
芸
術
祭
書
道
部

門
の
受
賞
者
十
七
名
の
作
品
、
是

非
会
場
に
足
を
運
ん
で
欲
し
い
。

次
に
芸
協
創
立
四
十
五
周
年
記
念

行
事
と
し
て
、
九
月
二
十
七
日
せ

ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
一
階
で

「
芸
術
ふ
れ
あ
い
広
場
Ⅲ
」
が
開

催
さ
れ
る
。
芸
協
の
部
門
間
の
交

流
（
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
で
以

前
に
も
大
き
な
反
響
の
あ
っ
た
企

画
だ
っ
た
が
、
一
層
充
実
さ
せ
た

い
。
長
年
事
務
局
長
の
任
に
あ
っ

た
小
野
寺
有
二
氏
が
定
年
退
職
し

た
の
で
伊
藤
勝
友
氏
を
新
事
務
局

長
と
し
て
迎
え
た
旨
、
そ
れ
ぞ
れ

説
明
が
あ
っ
た
。

か
ら
監
査
結
果
が
報
告
さ
れ
た
。

引
き
続
き
平
成
二
十
一
年
度
の
事

業
計
画
案
と
収
支
予
算
案
を
担
当

理
事
か
ら
提
案
説
明
が
あ
り
、
満

場
一
致
で
承
認
、
可
決
さ
れ
た
。

　

報
告
と
し
て
十
四
回
を
数
え
る

日
韓
国
際
交
流
の
仙
台
・
大
邱
交

流
音
楽
会
が
六
月
二
十
一
日
仙
台

市
青
年
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
演
さ

「
は
な
や
ま
」
編
集
に

感
謝
状
と
記
念
品

創
立
45
周
年
迎
え
記
念
事
業

平
成　

年
度

定
期
総
会 
満
場
一
致
で
議
案
承
認

21

平
成
21
年
度
定
期
総
会
会
場
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東
北
は
わ
ず
か
百
三
十
年
程
前

ま
で
異
文
化
の
危
険
な
地
で
あ
る

と
の
偏
見
と
差
別
の
か
た
ま
り
で

あ
っ
た
。
日
本
の
文
明
は
西
よ
り

東
へ
の
流
れ
で
あ
る
か
ら
、
東
北

人
は
常
に
追
わ
れ
、
破
れ
同
化
の

努
力
を
強
い
ら
れ
て
き
た
。
こ
の

「
負
け
た
者
」
の
東
北
人
気
質
が

詩
歌
の
原
動
力
を
培
い
、
茂
吉
や

啄
木
が
短
歌
の
骨
格
を
作
っ
た
と

言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

『
一
握
の
砂
』
よ
り
啄
木
に
つ

い
て

　

明
治
十
九
年
生
ま
れ
の
啄
木

は
、
母
親
に
溺
愛
さ
れ
、
早
熟
で

イ
ケ
メ
ン
の
神
童
で
あ
っ
た
。
し

か
し
十
七
歳
で
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス

を
脱
落
し
た
啄
木
は
、
貧
困
、
苦

痛
、
家
庭
不
和
を
ご
く
日
常
的
な

こ
と
と
自
覚
し
、
今
の
時
代
に
も

新
し
い
短
歌
を
作
る
よ
う
に
な
っ

た
。「
は
た
ら
け
ど
は
た
ら
け
ど
」

の
歌
は
日
本
一
有
名
で
あ
る
。

「
ぢ
つ
と
手
を
見
る
」
は
キ
ャ
ッ

　

平
成
二
十
一
年
は
芸
協
創
立

四
十
五
年
と
な
る
。
記
念
行
事
と

し
て
九
月
二
十
七
日
（
日
）
に
せ

ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
一
階
を

会
場
に
「
ふ
れ
あ
い
広
場
Ⅲ
」
を

企
画
、
こ
れ
ま
で
各
部
か
ら
企
画

案
が
示
さ
れ
、
七
月
末
ま
で
に
具

体
案
が
決
ま
る
予
定
。
開
催
時
間

は
五
時
間
程
度
を
見
込
ん
で
い

る
。

　

各
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
企
画
案

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

洋
楽
部
門
は
総
時
間
を
二
時
間

弱
に
予
定
。
そ
の
中
で
舞
踊
部
と

の
競
演
を
は
じ
め
ピ
ア
ノ
や
マ
リ

ン
バ
、
エ
レ
ク
ト
ー
ン
の
演
奏
も

予
定
し
て
い
る
。
華
道
、
邦
楽
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、「
秋

の
山
を
活
け
る
」
を
テ
ー
マ
に
企

画
中
。

　

長
唄
は
三
味
線
、
唄
、
お
は
や

し
の
総
勢
二
十
八
人
で
「
神
田

祭
」
を
演
奏
。
邦
楽
は
尺
八
で
三

重
奏
曲
の
「
星
月
夜
」
の
演
奏
を

予
定
し
て
い
る
。

チ
コ
ピ
ー
の
趣
で
、
そ
れ
ま
で
の

短
歌
と
は
全
く
ち
が
う
歌
い
方
で

あ
る
。
「
花
を
買
ひ
来
て
妻
と
し

た
し
む
」
の
歌
に
つ
い
て
も
「
～

の
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
良
い
な

あ
」
と
付
け
加
え
て
読
む
と
悲
し

み
、
真
実
味
が
深
ま
る
。
ど
こ
に

も
居
場
所
が
な
い
と
い
う
感
情
は

一
生
心
に
か
か
え
て
い
た
。
歌
の

新
し
さ
上
手
を
今
に
感
じ
ら
れ
る
。

　

『
つ
き
か
げ
』
よ
り
斎
藤
茂
吉

に
つ
い
て

　

明
治
十
五
年
生
ま
れ
の
茂
吉

は
、
啄
木
と
対
照
的
で
お
く
て
で

あ
り
親
の
愛
情
も
あ
つ
く
は
な

か
っ
た
。
金
の
苦
労
も
な
く
恵
ま

れ
た
環
境
で
の
一
生
で
あ
っ
た
。

　

「
人
間
は
予
感
な
し
に
病
む
こ

と
あ
り
癒
れ
ば
楽
し
な
ほ
ら
ね
ば

こ
ま
る
」
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
を

真
正
面
か
ら
真
面
目
に
歌
っ
て
い

る
人
間
的
な
お
も
し
ろ
さ
。
「
こ

こ
ろ
楽
し
も
死
に
い
た
る
ま
で
」

や
「
や
む
に
止
ま
れ
ぬ
野
犬
子
を

産
む
」
強
引
な
主
観
が
何
と
も
言

え
ぬ
お
か
し
み
が
あ
り
、
言
葉
の

パ
ワ
ー
が
も
の
す
ご
い
。

　

屈
折
し
錯
綜
し
た
短
歌
文
学
に

東
北
気
質
を
見
る
事
が
出
来
る
。

（
佐
藤
淑
子
記
）

　

舞
踊
部
は
四
団
体
に
よ
る
洋
楽

と
の
コ
ラ
ボ
を
提
案
。

　

茶
道
部
は
ふ
れ
あ
い
広
場
の
会

場
で
織
田
流
の
呈
茶
を
企
画
。
書

道
部
は
芸
術
祭
受
賞
に
よ
る
揮
毫

会
を
中
心
に
文
芸
部
員
の
作
品
の

揮
毫
を
検
討
。
そ
の
文
芸
部
は
文

芸
祭
受
賞
作
の
発
表
や
華
道
部
の

作
品
を
短
歌
や
俳
句
の
即
興
詠
を

も
く
ろ
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
ら
各
部
の
提
案
を
音
楽
部

の
参
事
大
泉
勉
氏
を
フ
ロ
ア
コ
ー

デ
ネ
ー
タ
ー
に
細
部
を
つ
め
て
成

案
す
る
こ
と
に
な
る
。

新　 入　 会　 員
【絵画部】
〈日本画〉佐々木　志津子 980-0871 仙台市青葉区八幡一丁目７-10-102 265-1326
〈洋画〉 髙　橋　むつ子 983-0832 仙台市宮城野区安養寺一丁目23-２ 275-0177

大 谷 哉 絵 985-0031 塩釜市石堂９-１ 364-0922
皆 川 和 子 986-0801 石巻市水明北二丁目５-13 0225-93-1348
石 垣 裕 子 989-2451 岩沼市土ケ崎三丁目３-14 0223-24-0423
谷 本 優 子 981-0212 宮城郡松島町磯崎字長田18-１ 354-6601
鴇　　　朋　子 981-3327 黒川郡富谷町穀田字岩下53 358-2924
菅 原 明 男 981-3341 黒川郡富谷町成田三丁目23-６ 351-5807
齋 藤 正 和 981-0952 仙台市青葉区中山九丁目21-23 278-7701
宮 下 佳 子 981-0135 宮城郡利府町菅谷台一丁目29-６ 767-2737

〈写真〉 伊 深 寿 人 981-1101 仙台市太白区四郎丸大宮61 241-1284

　
「
東
北
の
人 

啄
木
と
茂
吉
」

定
期
総
会 

小
池
光
氏
が
記
念
講
演　

　

９
月
27
日
に
開
催

メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
１
階
で　

芸
協
創
立

45
周
年
記
念　
「
ふ
れ
あ
い
広
場
Ⅲ
」　

講演する小池光氏
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平 成 20 年 度 事 業 概 要 書
１．定款第４条第１号の事業（宮城県芸術祭の開催）

事　業　名 期　　　日 会　　　　　　　場 出 品 点 数 入場者数 摘　　　要
絵 画 展 ９月26日～10月８日 せんだいメディアテーク５・６Ｆ 日本画 59 洋画 245 6,138
写 真 展 ９月26日～10月１日 せんだいメディアテーク５Ｆ 132 2,779
文 学 散 歩 ９月30日 “盛岡・北上地方の文学の旅” 参加　33
彫 塑 展
～彫塑部会員とその仲間展 2008

10月３日～10月８日 せんだいメディアテーク５Ｆ
19
6

2,414

華 道 展 10月３日～10月８日 せんだいメディアテーク５Ｆ 前期 32 後期 32 3,525
書 道 展 10月10日～10月15日 せんだいメディアテーク５・６Ｆ 369 2,943
工 芸 展 10月10日～10月15日 せんだいメディアテーク５Ｆ 71 2,375
茶 会 10月12日･19日･26日 輪王寺 986
長 唄 演 奏 会 10月19日 仙台市戦災復興記念館 234
音 楽 会 10月19日 仙台市青年文化センター 375 “20世紀の風Ⅱ”
文 芸 祭 10月25日 東京エレクトロンホール宮城会議室 72
「宮城県文芸年鑑」発行 10月15日
写 真 展 美 里 展 10月17日～10月23日 美里町近代文学館ギャラリー 64 300
絵画・書道展東松島展 10月31日～11月３日 東松島コミュニティセンター 日本画14 洋画37 書43 498
絵画・書道展大崎展 11月６日～11月９日 大崎市松山体育館 日本画16 洋画41 書42 896
絵画・書道展大和展 11月12日～11月16日 大和町まほろばホール 日本画13 洋画40 書51 518

２．定款第４条第２号の事業（芸術文化に関する展覧会、講演会、研究会、発表会などの主催又は後援）
第13回杜の都大茶会 ５月24日・25日 勾当台公園 7,935

県民との美術交流

人物クロッキー10月４日
ギャラリー･トーク10月４日
「絵画楽園」～子どものた
めの「大人の絵画」鑑賞

10月４日

東京エレクトロンホール宮城会議室
せんだいメディアテーク５・６Ｆ

せんだいメディアテーク５・６Ｆ

参加 60
参加    8

参加  18

みやぎミュージック
フ ェ ス タ in 白 石

11月30日 白石市ホワイトキューブ 244 “秋おくる響け白石キラリ”

第29回音楽コンクール
（ピアノ部門）

予選　２月22日
本選　３月29日

仙台市戦災復興記念館
仙台市戦災復興記念館

参加 101
参加    35

３．定款第４条第３号の事業（国内及び国外との芸術文化の交流）

東北・北海道交流絵画・写真展 ６月４日～６月８日 東京エレクトロンホール宮城展示室
当県からの出品
絵画19　写真14

583

日・韓国際交流
「仙台・大邱交流音楽会」

６月24日 韓国・大邱壽城アトピア龍池ホール
大邱 800
当県    13

宮城県・吉林省文化交流事業
「宮城県茶道文化交流茶会」
吉 林 省 交 流 の 旅

７月11日

７月10日～７月14日
中国・吉林省

吉林省300

当県48

４．定款第４条第４号の事業（芸術文化の水準向上のための研修等の実施）

絵画部スケッチ研修会 ５月17日～５月18日
「大自然のふところ五月の裏磐梯」～春を全身
で感じながら極上スポットを心ゆくまで描く

参加 32

講演会「美術が愛された時代」
―松方コレクションをめぐる日仏交渉 ’50～ ’59

５月31日（総会） 東京エレクトロンホール宮城会議室 参加 146

工芸・茶道部研修会
講演「仙台発ガラスの話」

６月22日 仙台市戦災復興記念館 参加 35

第 36 回 研 修 旅 行 11月22日～11月28日 “奇岩・秀峰の桂林と漓江下り” 参加 23
書 道 部 研 修 会 10月13日 東京エレクトロンホール宮城会議室 140 「淡墨の作り方、使い方」

５．定款第４条第５号の事業（機関紙、研究資料及びその他出版物の刊行）

機関紙「はなやま」発行

４月20日　　 176号
６月25日　　 177号
10月20日　　 178号
１月20日　　 179号

「会員名簿」発行 ６月30日

６．その他
第45回宮城県芸術祭開場式 ９月26日 せんだいメディアテーク５Ｆ 参加    62
第45回宮城県芸術祭閉会式 11月21日 ホテル仙台プラザ 参加 250
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平 成 21 年 度 事 業 計 画
１．定款第４条第１号の事業（宮城県芸術祭の開催）

事　業　名 期　　　日 会　　　場 摘　　要
書 道 展 ９月25日～９月30日 せんだいメディアテーク５・６Ｆ
工 芸 展 ９月25日～９月30日 せんだいメディアテーク５Ｆ
芸 術 ふ れ あ い 広 場 Ⅲ ９月27日 せんだいメディアテーク１Ｆ
文 学 散 歩 ９月29日～９月30日 （長野県北部方面）
絵 画 展 10月２日～10月14日 せんだいメディアテーク５・６Ｆ
華 道 展 10月２日～10月７日 せんだいメディアテーク５Ｆ
彫 刻 展
～彫刻部会員とその仲間展2009

10月２日～10月７日 せんだいメディアテーク５Ｆ

写 真 展 10月９日～10月14日 せんだいメディアテーク５Ｆ
茶 会 10月11日・18日・25日 輪王寺
音 楽 会 10月17日 仙台市青年文化センター
長 唄 演 奏 会 10月18日 仙台市民会館小ホール
「 宮 城 県 文 芸 年 鑑 」 発 行 10月中旬
文 芸 祭 10月31日 東京エレクトロンホール宮城会議室
絵 画・ 書 道 展 大 河 原 展
絵 画・ 書 道 展 登 米 展

10月22日～10月25日
11月10日～11月13日

えずこホール（仙南芸術文化センター）
登米市登米総合体育館

工 芸 展 栗 原 展 11月７日～11月10日 栗原文化会館
写 真 展 雄 勝 展 11月12日～11月20日 石巻市雄勝硯伝統産業会館

２．定款第４条第２号の事業（芸術文化に関する展覧会、講演会、研究会、発表会などの主催又は後援）
第 14 回 杜 の 都 大 茶 会 ５月30日・31日 勾当台公園

県 民 と の 美 術 交 流

人物クロッキー10月10日
ギャラリー･トーク10月10日
「絵画楽園」～子どものた
めの「大人の絵画」鑑賞

10月10日

仙台市戦災復興記念館
せんだいメディアテーク５・６Ｆ
せんだいメディアテーク５・６Ｆ

第 16 回 石 巻 芸 術 文 化 祭
みやぎミュージックフェスタin石巻

10月25日 石巻市民会館

宮 城 の 気 鋭 展 １月10日～１月19日 LBギャラリー
4 5 周 年 記 念 展 １月19日～２月28日 カメイ記念展示館
第 30 回 音 楽 コ ン ク ー ル

（ピアノ部門）
予選（未定）
本選（未定）

３．定款第４条第３号の事業（国内及び国外との芸術文化の交流）
東 北・ 北 海 道 交 流 書 道 展 ６月３日～６月７日 東京エレクトロンホール宮城展示室
日・韓国際交流
「仙台・大邱交流音楽会」
及び交流会

６月21日
６月20日～６月23日

仙台市青年文化センター

宮城県・吉林省文化交流会
「吉林省京劇院宮城公演」

10月７日 ホテルコムズ仙台

４．定款第４条第４号の事業（芸術文化の水準向上のための研修等の実施）
絵 画 部 ス ケ ッ チ 研 修 会 ５月16日～５月17日 （象潟・鳥海山方面）
講演会
「東北の人～茂吉と啄木」

５月24日（総会） 仙台市福祉プラザ

工 芸・ 茶 道 部 研 修 会 ６月27日～６月28日 （弘前・青森方面）
第 3 7 回 研 修 旅 行 ７月５日～７月11日 “世界遺産・武陵源と馬王堆漢墓など”
書道部研修会

（演題　未定）
９月26日 東京エレクトロンホール宮城会議室

５．定款第４条第５号の事業（機関紙、研究資料及びその他出版物の刊行）
機 関 紙「 は な や ま 」 発 行 年４回

６．その他
第 46 回宮城県芸術祭開場式 ９月25日 せんだいメディアテーク５Ｆ
第 46 回宮城県芸術祭閉会式 11月24日 ホテル仙台プラザ
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平 成 20 年 度 収 支 計 算 書 総 括 表
（平成20年４月１日～平成21年３月31日）

科　　　　　目 合　　計 一 般 会 計 芸術祭会計 内部取引消去
Ⅰ．収入の部
　１　基本財産運用収入 40,109 40,109 0
　２　入会金収入 1,680,000 1,680,000 0
　３　会費収入 24,230,000 24,230,000 0
　４　事業収入 14,082,160 11,297,000 2,785,160
　５　負担金収入 13,990,300 0 17,685,948 △  3,695,648
　６　補助金収入 230,000 230,000 0
　７　寄付金収入 145,000 0 145,000
　８　委託事業収入 2,299,500 2,299,500 0
　９　特定預金取崩収入 0 14,239,600 0 △  14,239,600
　10　雑収入 285,287 105,287 180,000

当 期 収 入 合 計 56,982,356 54,121,496 20,796,108 △  17,935,248
前期繰越収支差額 10,209,288 10,209,288 0
収 入 合 計 67,191,644 64,330,784 20,796,108 △  17,935,248

Ⅱ．支出の部
　１　事業費 31,841,141 18,576,785 16,960,004 △  3,695,648
　２　管理費 17,741,640 28,145,136 3,836,104 △  14,239,600
　３　特定預金支出 0 0 0
　４　委託事業支出 2,282,427 2,282,427 0
　５　予備費 0 0 0

支 出 合 計 51,865,208 49,004,348 20,796,108 △  17,935,248
当 期 収 支 差 額 5,117,148 5,117,148 0
次期繰越収支差額 15,326,436 15,326,436 0

平 成 21 年 度 収 支 予 算 書 総 括 表
（平成21年４月１日～平成22年３月31日）

科　　　　　目 合　　計 一 般 会 計 芸術祭会計 内部取引消去
Ⅰ．事業活動収支の部
　１　事業活動収入
　　　　事業活動収入計 53,668,600 35,196,600 25,495,000 △  7,023,000
　２　事業活動支出
　　　　事業活動支出計 52,262,600 33,790,600 25,495,000 △  7,023,000
　　　事業活動収支差額 1,406,000 1,406,000 0
Ⅱ　投資活動収支の部
　１　投資活動収入
　　　　投資活動収入計 0 0 0
　２　投資活動支出
　　　　投資活動支出計 58,000 58,000 0
　　　投資活動収支差額 △ 58,000 △  58,000 0
Ⅲ　財務活動収支の部
　１　財務活動収入
　　　　投資活動収支計 0 0 0
　２　財務活動支出
　　　　財務活動支出計 0 0 0
　　　財務活動収支差額 0 0 0
Ⅳ　予備費支出 16,674,436 16,674,436 0

　　当期収支差額 △ 15,326,436 △  15,326,436 0
　　前期繰越収支差額 15,326,436 15,326,436 0
　　次期繰越収支差額 0 0 0

※今年度より公益法人制度改定により、利目の名称等が変更されております｡
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本
年
度
の
文
学
散
歩
は
長
野
県

北
部
方
面
を
訪
ね
る
「
北
信
濃
路

の
文
学
紀
行
」
と
決
定
し
た
。

　

今
年
は
芸
術
協
会
四
十
五
周
年

記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
一
泊
二

日
の
旅
で
あ
る
。

　

信
濃
方
面
に
は
心
ひ
か
れ
る
多

く
の
文
学
館
や
美
術
館
、
記
念
館

が
あ
る
。
今
回
は
時
間
的
な
制
約

が
あ
り
北
信
濃
を
中
心
に
旅
程
を

組
ん
だ
。

　

文
芸
部
主
催
の
文
芸
祭
は
平
成

二
十
一
年
十
月
三
十
一
日
（
土
）

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城

六
〇
一
大
会
議
室
で
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
。
第

　

第
十
四
回
と
な
っ
た
杜
の
都
大

茶
会
は
五
月
三
十
、三
十
一
の
両

日
、
仙
台
市
青
葉
区
の
勾
当
台
公

園
で
開
催
さ
れ
た
。
初
日
は
時
お

り
強
い
雨
、
二
日
目
は
曇
り
時
々

雨
と
あ
い
に
く
の
天
候
だ
っ
た
が

緑
濃
い
会
場
を
訪
れ
た
人
は
前
年

と
ほ
ぼ
同
じ
約
八
千
人
。
十
三
流

派
の
茶
席
は
に
ぎ
わ
っ
た
。

　

初
日
は
表
千
家
、
江
戸
千
家
、

煎
茶
道
三
彩
流
、
玉
川
遠
州
流
、

煎
茶
文
雅
静
庵
流
、
武
者
小
路
千

家
の
六
流
派
の
席
で
、
悪
天
候
も

あ
り
前
年
よ
り
若
干
客
足
は
鈍
っ

た
も
の
の
、
二
日
目
の
裏
千
家
、

石
州
清
水
流
、
宗

流
、
織
田
流

　

県
芸
協
が
事
務
局
を
担
当
し
て

い
る
東
北
・
北
海
道
芸
術
文
化
団

体
協
議
会
の
東
北
・
北
海
道
交
流

「
書
道
展
」
が
六
月
三
日
か
ら
七

日
ま
で
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー

ル
宮
城
展
示
室
で
開
か
れ
、
約

三
百
二
十
五
人
が
鑑
賞
し
た
。

会
員
の
入
賞
・
入
選
な
ど

◇
第
64
回
春
の
院
展
入
選

　
（
日
本
画
）小
野
恬
、三
浦
長
悦
、

宮
澤
早
苗

◇
第
44
回
日
春
展

　
（
日
本
画
）
入
選
＝
安
住
小
百

合
、
佐
藤
朱
希

◇
第
59
回
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
展

会
員
推
挙　

安
達
吉
男

◇
第
73
回
河
北
美
術
展

　
〈
日
本
画
〉
▽
一
力
次
郎
賞
＝

小
野
寺
君
代
▽
東
北
放
送
賞
＝
吉

田
輝
▽
宮
城
県
芸
協
賞
＝
佐
藤
松
子

　
〈
洋
画
〉
▽
文
部
科
学
大
臣
賞

＝
阿
部
好
江
▽
一
力
次
郎
賞
＝
松

永
弘
▽
宮
城
県
芸
協
賞
＝
峰
岡
順

▽
藤
崎
賞
＝
菅
原
典
子
▽
山
本
壮

一
郎
賞
＝
数
本
奈
智
子

　
〈
彫
刻
〉
▽
一
力
次
郎
賞
＝
相

田
ひ
ろ
み
▽
宮
城
県
芸
協
賞
＝
小

関
俊
夫

◇
第
28
回
日
本
刻
字
展

　

日
本
刻
字
展
委
員
長
賞
＝
〈
書

道
部
〉
高
橋
芳
琴

◇
「
器
の
か
た
ち
、
現
代
ガ
ラ
ス

展
」　

藤
田
喬
平
賞
＝
〈
工
芸
部
〉

（
ガ
ラ
ス
）
鍋
田
尚
男

　
　
〈
行
程
〉

一
日
目
（
九
月
二
十
九
日
）

仙
台
駅―

（
東
北
自
動
車
道
）

軽
井
沢
高
原
文
庫―

小
諸
・
懐

古
園
・
島
崎
藤
村
記
念
館―

戸
倉
上
山
田
温
泉
（
泊
）

二
日
目

上
山
田
温
泉―

千
曲
川
万
葉
公

園―
無
言
館―

一
茶
館―

上
信

越
自
動
車
道―

北
陸
自
動
車
道

―

東
北
自
動
車
道―

仙
台
駅

　

バ
ス
旅
行
な
ら
で
は
の
コ
ー
ス

で
あ
り
、
多
数
の
会
員
と
一
般
市

民
の
参
加
を
期
待
し
て
い
る
。

一
部
は
文
芸
賞
受
賞
者
の
作
品
発

表
。
第
二
部
は
「
言
葉
の
ク
ロ
ッ

キ
ー
」
の
標
題
の
示
す
よ
う
に
、

提
示
さ
れ
た
「
言
葉
」
を
限
定
さ

れ
た
時
間
内
で
絵
画
の
ク
ロ
ッ

キ
ー
の
よ
う
に
言
葉
を
綴
っ
て
い

く
新
企
画
。

　

好
評
を
博
し
て
い
る
芸
協
文
芸

部
会
員
の
出
版
物
を
展
示
す
る
予

定
で
す
。同
人
誌
や
結
社
誌
、歌
集
、

句
集
、
詩
集
な
ど
で
す
。
出
展
希

望
者
は
午
前
十
時
ま
で
会
場
へ
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
展
示
物

の
保
管
管
理
一
切
は
自
己
責
任
と

し
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

煎
茶
道
、
大
日
本
茶
道
学
会
、
煎

茶
道
流
泉
幽
茗
流
、
遠
州
流
茶
道

の
七
流
派
の
席
で
前
日
を
し
の
ぐ

出
足
だ
っ
た
。
こ
の
催
し
は
年
ご

と
盛
会
と
な
っ
て
い
る
。

　

県
内
の
出
展
者
は
昨
年
の
第

四
十
五
回
芸
術
祭
受
賞
者
十
七
名

の
作
品
。
他
は
北
海
道
は
じ
め
東

北
五
県
か
ら
各
県
七
名
で
合
計

五
十
九
点
が
展
示
さ
れ
た
。
六
月

四
日
に
は
三
階
会
議
室
で
総
会
が

行
わ
れ
た
。

「
言
葉
の
ク
ロ
ッ
キ
ー
」

文
芸
祭
は
10
月
31
日
開
催

芸
協
か
ら

17
人
出
展

東
北
・
北
海
道
交
流
書
道
展

北
信
濃
路
の
文
学
紀
行
９
月
29
～

30
日
実
施

悪天候でも出足好調
第14回 杜の都大茶会

杜
の
都
大
茶
会
の
会
場



�　第 181 号 は な や ま 平 成  21 年 6 月 25 日�
　

二
〇
〇
三
年
八
月
一
日
、
上
野

駅
前
で
大
型
バ
イ
ク
に
跳
ね
飛
ば

さ
れ
る
事
故
に
よ
っ
て
左
手
を
中

心
に
左
半
身
が
麻
痺
す
る
障
害
が

残
り
、
神
経
線
維
の
断
裂
（
び
慢

性
軸
索
損
傷
）
と
診
断
さ
れ
ま
し

た
。
三
日
間
の
意
識
不
明
後
、
六

日
目
に
病
室
の
ベ
ッ
ド
を
囲
む
母

や
兄
達
の
名
前
を
一
音
ず
つ
声
に

し
、
認
識
し
ま
し
た
。
そ
し
て
自

分
の
体
が
動
か
な
く
て
も
、
指
だ

け
は
別
だ
と
思
い
こ
み
、
仕
事
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
予
定
さ
れ
た
演

奏
会
の
心
配
を
し
て
い
た
の
で

す
。

　

一
カ
月
後
、
仙
台
に
転
院
し
病

院
に
あ
る
鍵
盤
を
触
っ
て
、
初
め

て
大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
と
自
覚

し
ま
し
た
。
退
院
後
は
絶
望
感
よ

り
も
動
か
な
い
手
に
イ
ラ
イ
ラ

し
、
い
ず
れ
日
常
生
活
の
回
復
と

共
に
ピ
ア
ノ
が
弾
け
る
よ
う
に
な

る
だ
ろ
う
と
大
き
な
勘
違
い
を
し

て
い
た
の
で
す
。

　

一
年
半
の
月
日
が
経
ち
、
イ
ラ

イ
ラ
は
少
し
ず
つ
失
望
感
に
変
わ

り
始
め
て
い
ま
し
た
。
死
ぬ
ま
で

の
間
に
一
回
だ
け
で
い
い
、
四
回

目
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
チ
ク
ル
ス

を
や
り
た
い
。
徐
々
に
叶
わ
ぬ
夢

と
し
て
刻
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
し

た
。
日
常
生
活
が
で
き
て
も
、
ピ

ア
ノ
を
弾
く
体
で
は
な
か
っ
た
の

で
す
。
事
故
に
よ
っ
て
滑
車
神
経

麻
痺
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
音
符

が
葡
萄
の
房
の
よ
う
に
見
え
、
頭

痛
や
嘔
吐
が
度
々
お
そ
っ
て
き
ま

し
た
。
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
な

い
た
め
に
長
時
間
椅
子
に
座
る
こ

と
が
苦
し
く
、
二
十
分
弾
い
て
は

二
十
分
横
に
な
り
な
が
ら
の
練

習
。
言
葉
は
し
ど
ろ
も
ど
ろ
で
唇

も
す
ぐ
に
動
か
す
こ
と
が
で
き
な

い
状
態
で
し
た
。
歩
行
も
左
肩
下

が
り
の
傾
き
状
態
。
左
手
に
セ
カ

ン
ド
バ
ッ
グ
を
持
っ
た
ま
ま
、
動

か
さ
ず
か
ば
う
よ
う
に
歩
い
て
い

ま
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
身
近
な
方

達
か
ら
第
二
の
人
生
を
考
え
る
こ

と
を
強
く
勧
め
ら
れ
、
私
は
素
直

に
そ
れ
を
受
け
止
め
ま
し
た
。
私

自
身
、
キ
ー
ボ
ー
ド
を
指
一
本
ず

つ
で
し
か
押
せ
な
か
っ
た
状
況
に

も
か
か
わ
ら
ず
真
面
目
な
結
婚
を

考
え
、
か
つ
音
楽
に
関
わ
り
の
な

い
女
性
と
の
出
会
い
を
希
望
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
登
録
し
ま
し

た
。
登
録
か
ら
す
ぐ
に
運
命
の
女

性
（
妻
）
と
出
逢
っ
た
の
で
す
。

事
故
も
人
生
の
ス
ト
ー
リ
ー
に

入
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
、
体
だ

け
で
は
な
く
、
心
も
完
全
に
新
し

く
生
ま
れ
変
わ
ら
な
け
れ
ば
道
が

開
か
れ
な
い
、
と
彼
女
は
私
に
言

い
続
け
、
一
つ
一
つ
の
問
題
点
に

向
き
合
い
始
め
ま
し
た
。

　

ぐ
ら
つ
く
指
先
で
目
に
レ
ン
ズ

が
入
る
ま
で
最
初
は
四
時
間
か

か
っ
て
も
、
私
が
眼
鏡
か
ら
コ
ン

タ
ク
ト
レ
ン
ズ
に
す
る
こ
と
で
視

界
が
開
か
れ
れ
ば
未
来
も
開
か
れ

る
と
信
じ
ま
し
た
。
落
ち
て
し

ま
っ
た
筋
力
を
戻
す
た
め
の
ス
ト

レ
ッ
チ
、握
力
を
取
り
戻
す
試
み
、

た
く
さ
ん
の
リ
ハ
ビ
リ
の
ア
イ
デ

ア
が
出
て
き

ま
し
た
。
も

と
も
と
体
が

硬
い
上
に
猫

背
で
、
背
広

も
オ
ー
ダ
ー

で
な
け
れ
ば

着
れ
な
い
上

半
身
だ
っ
た

私
は
、
事
故

に
よ
っ
て
ま

す
ま
す
体
が

固
ま
っ
て
い

ま
し
た
。
そ

ん
な
体
で
は

呼
吸
が
浅
す

ぎ
る
と
彼
女

が
指
摘
し
、

毎
日
す
べ
て

の
関
節
を
引
っ
張
っ
て
く
れ
る
こ

と
で
ま
っ
す
ぐ
に
立
て
る
よ
う
に

な
り
、
身
長
も
伸
び
た
の
で
す
。

　

し
か
し
そ
れ
で
も
復
帰
を
焦
る

私
が
イ
ラ
イ
ラ
し
始
め
る
と
、
す

べ
て
の
私
に
対
す
る
行
動
を
彼
女

は
止
め
ま
し
た
。
私
は
そ
の
度
に

自
分
の
心
の
中
に
あ
る
も
の
を
見

つ
め
、
大
切
な
こ
と
が
何
か
を
自

分
自
身
で
何
度
も
問
い
、
内
面
か

ら
変
わ
ら
な
け
れ
ば
進
ん
で
い
け

な
い
こ
と
を
何
度
も
突
き
つ
け
ら

れ
た
の
で
す
。「
お
前
も
事
故
に

遭
え
ば
わ
か
る
！
」
そ
ん
な
言
葉

を
彼
女
に
吐
い
た
こ
と
さ
え
あ
り

ま
す
。
し
か
し
感
情
的
に
な
っ
た

そ
の
言
葉
が
あ
ま
り
に
も
早
口

だ
っ
た
た
め
、
彼
女
は
そ
の
言
葉

の
切
れ
に
驚
き
、
速
く
言
え
る
よ

う
に
な
っ
た
私
を
喜
ん
で
い
ま
し

た
。

　

事
故
に
遭
う
ま
で
予
想
で
き
る

範
囲
の
中
で
生
き
て
い
た
私
は
、

事
故
に
よ
っ
て
予
期
せ
ぬ
思
い
や

体
、
環
境
を
突
き
つ
け
ら
れ
な
が

ら
も
、
た
く
さ
ん
の
方
達
と
の
新

た
な
出
会
い
が
あ
り
、
助
け
ら
れ

て
い
く
中
で
今
の
自
分
を
受
け
入

れ
、
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
仕
事
と
し
て
捉
え
て

い
た
音
楽
で
は
な
く
、
純
粋
に
芸

術
を
究
め
て
い
け
る
準
備
が
今
、

整
い
つ
つ
あ
る
こ
と
を
大
変
嬉
し

く
、
幸
せ
に
感
じ
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
と
私

福原　佳三
（音楽部洋楽)

「
新
生　

心
殊
な
る
音
の
調
べ
」
会
場
で

＝
５
月
22
日
、
イ
ズ
ミ
テ
ィ
21
小
ホ
ー
ル
＝
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事

務

局

日

誌

会 
務 

報 

告

５
・
１　

監
事
会

○
平
成
20
年
度
業
務
内
容
及
び
一
般
会

計
、
宮
城
県
芸
術
祭
会
計
監
査

５
・
８　

理
事
会

○
平
成
20
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
20
年
度
収
支
決
算
に
つ
い
て

○
新
入
会
員
の
承
認
に
つ
い
て

○
会
員
の
除
名
に
つ
い
て

○
感
謝
状
の
贈
呈
に
つ
い
て

５
・
15　

宮
城
県
芸
術
祭
委
員
会

○
第
45
回
宮
城
県
芸
術
祭
結
果
報
告

○
第
46
回
宮
城
県
芸
術
祭
に
つ
い
て

５
・
24　

平
成
21
年
度
総
会

○
平
成
20
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
事
業
計
画
案
及
び
収
支

予
算
案
に
つ
い
て

後　
　
　

援

☆
け
や
き
・
並
木
路
展
’09

５
月
８
日
～
５
月
13
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
64
回
春
の
院
展
仙
台
展

５
月
13
日
～
５
月
22
日

三
越
仙
台
店
７
階
ホ
ー
ル

☆
第
14
回
翠
葉
会
書
作
展

５
月
19
日
～
５
月
24
日

東
北
電
力
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

☆
第
39
回
宮
城
書
芸
院
書
展

５
月
20
日
～
５
月
24
日

大
崎
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
緒
絶
の
館

☆
第
32
回
白
亜
会
東
北
支
部
展

５
月
29
日
～
６
月
３
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
生
田
流
箏
曲
演
奏
会

５
月
30
日

電
力
ホ
ー
ル

☆
第
36
回
仙
台
女
流
美
術
協
会
展

６
月
11
日
～
６
月
17
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
『
日
本
画
を
楽
し
む
』
作
品
展
～
文

化
セ
ン
タ
ー
天
笠
教
室
～

６
月
12
日
～
６
月
17
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
オ
ペ
ラ
リ
ナ
ー
タ
・
イ
タ
リ
ア
企
画

第
５
弾
「
三
野
宮
ま
さ
み
ソ
プ
ラ
ノ

リ
サ
イ
タ
ル
」

６
月
25
日

仙
台
市
戦
災
復
興
記
念
館

☆
第
48
回
新
洋
会
展

６
月
27
日
～
７
月
１
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
二
科
会
写
真
部
宮
城
支
部

６
月
27
日
～
７
月
１
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
小
林
郁
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
「
シ
ョ

パ
ン
と
現
代
作
品
の
魅
力
」

７
月
３
日

イ
ズ
ミ
テ
ィ
21

☆
第
40
回
蔵
王
写
生
会
展

７
月
３
日
～
７
月
８
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
菅
井
粂
子
日
本
画
・
巻
物
と
そ
の
仲

間
た
ち
展
「
く
さ
ぐ
さ
に
魅
せ
ら
れ

て
」７

月
３
日
～
７
月
８
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
44
回
チ
ャ
ー
チ
ル
会
仙
台
展

７
月
10
日
～
７
月
15
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
27
回
日
本
新
工
芸
東
北
会
展

７
月
17
日
～
７
月
22
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
55
回
記
念
全
国
公
募
図
南
書
道
展

７
月
16
日
～
７
月
19
日

宮
城
県
美
術
館

☆
第
20
回
記
念
宮
城
示
現
会
展
仙
台
展

７
月
17
日
～
７
月
21
日

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城

展
示
室

☆
第
28
回
板
橋
健
独
唱
会

７
月
24
日

仙
台
市
戦
災
復
興
記
念
館

☆
第
39
回
宮
城
書
芸
院
書
展
教
育
部
展

７
月
24
日
～
７
月
26
日

大
崎
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
緒
絶
の
館

☆
玄
穹
社
選
抜
展
併
催
第
２
回
玄
穹
社

学
生
展

７
月
31
日
～
８
月
３
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
佐
藤
利
次
傘
寿
表
装
展
⺿
装
潢
の
美
⺿

８
月
１
日
～
９
月
30
日

瑞
巌
寺
青
龍
殿

☆
第
56
回
河
北
書
道
展

８
月
７
日
～
８
月
12
日

藤
崎
本
館
７
階
催
事
場

☆
第
32
回
仙
台
の
四
季
を
描
く
絵
画
展

８
月
７
日
～
８
月
12
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
音
サ
プ
リLotus

６
th Live

８
月
９
日　

え
ず
こ
ホ
ー
ル

11
月
22
日　

ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル

３
月
５
日　

イ
ズ
ミ
テ
ィ
21

☆
第
45
回
宮
城
水
彩
展

８
月
21
日
～
８
月
26
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
シ
ネ
マ
歌
舞
伎「
人
情
噺
文
七
元
結
」

８
月
21
日
～
８
月
27
日

仙
台
市
民
会
館
他
６
会
場

☆
佐
美
和
会
三
曲
演
奏
会

８
月
29
日

仙
台
市
福
祉
プ
ラ
ザ
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル

☆
2009
仙
台
オ
ペ
ラ
協
会
第
34
回
公
演　

「
魔
笛
」

９
月
５
日
・
６
日

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城

受　

贈　

書

歌
集
「
蠍
の
火
」（
岡
本
勝
）、「
菅
野

哲
子
全
歌
集
」（
菅
野
哲
子
）

退 

会 

会 

員

【
絵
画
部
】〈
日
本
画
〉菅
原
市
子〈
洋
画
〉

小
池
隆
子
、
今
野
澄
、
斎
藤
岳
志
（
定

款
第
10
条
一
に
よ
る
退
会
）【
工
芸
部
】

〈
陶
芸
〉
大
原
功
樹
、〈
木
竹
芸
〉
栗
原

良
雄
【
書
道
部
】
藤
坂
良
子
、丹
野
實
、

佐
々
木
光
子
、熊
谷
文
子【
文
芸
部
】〈
短

歌
〉高
城
悦
子
、佐
藤
利
吉
、秦
松
男【
写

真
部
】
阿
部
由
治
（
定
款
第
10
条
一
に

よ
る
退
会
）【
賛
助
】
愛
知
絢
子

謹　
　

弔

茶
道
部
（
石
州
清
水
流
）

鈴
木
久
美
斎
殿

４
月
３
日

文
芸
部
（
短
歌
）　

中
川
清
彌
殿

４
月
４
日

絵
画
部
（
洋
画
）　

松
倉
國
夫
殿

４
月
14
日

華
道
部
（
清
泉
古
流
）小

幡
一
遊
殿

５
月
８
日

　

も
し
も
新
聞
が
な
か
っ
た
ら
、

も
し
も
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
が
な

か
っ
た
ら
日
々
の
暮
ら
し
は
ど
う

だ
っ
た
ろ
う
？　

空
気
の
よ
う
に

意
識
は
し
な
く
て
も
、
情
報
の
伝

達
や
記
録
の
中
枢
で
あ
る
マ
ス
コ

ミ
の
存
在
は
想
像
も
及
ば
な
い
ほ

ど
偉
大
で
あ
り
、
重
要
で
あ
る
▼

こ
れ
ら
の
メ
デ
ィ
ア
は
活
字
や
電

波
で
成
り
立
っ
て
い
る
が
、
近
年

と
み
に
力
を
も
っ
て
き
た
の
は

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
情
報
の
伝
達
。

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど
得
る

と
こ
ろ
大
き
い
よ
う
だ
。
携
帯
電

話
の
機
能
も
多
方
向
に
及
ん
で
い

る
よ
う
だ
▼
バ
ス
や
電
車
の
車
内

で
の
メ
ー
ル
発
信
な
ど
生
活
の
一

部
と
な
っ
て
、
孤
立
化
か
ら
危
う

く
免
れ
て
い
る
か
に
見
え
る
。
個

人
情
報
の
漏
洩
な
ど
い
と
も
簡
単

な
よ
う
な
の
だ
。
こ
れ
ら
と
無
縁

で
あ
っ
て
も
見
え
な
い
被
害
に

遭
っ
て
い
る
や
も
し
れ
ぬ
▼
ひ
る

が
え
っ
て
本
紙
「
は
な
や
ま
」
の
よ

う
な
宮
城
県
芸
術
協
会
と
い
う
組

織
の
機
関
紙
の
役
割
は
情
報
の
伝

達
と
活
動
の
記
録
と
な
ろ
う
か
。

だ
が
そ
の
中
か
ら
啓
発
や
指
針
を

読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

そ
ん
な
紙
面
を
目
指
し
た
い
。（
純
）


